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民
有
林
行
政
の

勉
強
会
開
催

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

国
有
林
野
事
業
が
一
般
会
計

化
し
て
ま
も
な
く
三
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
当
署
で

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
民
有
林
行

政
を
理
解
し
各
種
施
策
を
展
開

し
て
い
く
た
め
に
、
民
有
林
行

政
に
関
す
る
勉
強
会
を
三
月

二
四
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
に
は
愛
媛
県
農
林
水
産
部
森

林
局
の
山
内
達
文
局
長
を
お
招

き
し
ま
し
た
。

　

山
内
局
長
か
ら

は
、
平
成
二
八
年

度
か
ら
開
始
さ
れ

る
新
た
な
「
え
ひ

め
森
林
・
林
業
振

興
プ
ラ
ン
」
（
第

五
次
愛
媛
県
総
合

林
政
計
画
）
に
つ

い
て
愛
媛
県
の
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
現
状

や
新
た
な
振
興
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
今
後
の
各
種
施
策
等
の
展
開

方
向
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

主
伐
・
再
造
林
、
林
業
事
業
体

の
育
成
な
ど
民
国
連
携
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

林
政
課
題
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
民
有
林
行
政
の
知
識
を
得

る
有
意
義
な
機
会
に
な
る
と
と

も
に
、
新
た
な
振
興
プ
ラ
ン
が

四
月
よ
り
動
き
出
す
こ
と
か
ら

非
常
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
勉
強
会

に
な
り
ま
し
た
。

請
負
事
業
体
を

対
象
と
し
た
救
急

対
処
訓
練
の
実
施

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

　

三
月
一
〇
日
、
請
負
事
業
体

を
対
象
と
し
た
救
急
対
処
訓

練
を
四
万
十
町
の
四
万
十
清

流
消
防
署
で
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、

四
万
十
署
管
内
で
生

産
事
業
を
実
施
し
て

い
る
請
負
事
業
体
か

ら
現
場
の
作
業
員
を

中
心
に
約
五
〇
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
災

害
が
発
生
し
た
場
合

の
対
処
法
（
緊
急
連

愛媛県山内森林局長の講演の様子

絡
方
法
、
応
急
手
当
法
、
ヘ
リ

を
要
請
す
る
場
合
の
現
場
で
の

留
意
点
な
ど
）
で
、
講
義
と
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
被
災
者
を
運

搬
す
る
た
め
の
担
架
を
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
で
作
成
す
る
方
法
な
ど

の
実
技
指
導
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
担
架
で
の
運
搬
の
様
子
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を
出
さ
な
い
継
続
し
た
努
力
が

必
要
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に

万
が
一
、
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
も
重
要
で
あ
り
、
当

署
で
は
当
日
の
講
義
の
要
点
を

と
り
ま
と
め
て
各
請
負
事
業
体

に
指
導
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。入

野
松
原
の

一
斉
清
掃
と
植
樹
の
実
施

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

　

三
月
二
二
日
、
入
野
松
原
保

全
推
進
協
議
会
と
連
携
し
た
一

斉
清
掃
と
ク
ロ
マ
ツ
の
植
樹
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
入
野
松
原
周
辺
の

地
域
住
民
の
方
々
を
は
じ
め
幡

東
森
林
組
合
、
高
知
県
環
境
共

生
課
、
同
林
業
事
務
所
、
同
土

木
事
務
所
、
黒
潮
町
役
場
な
ど

か
ら
約
五
〇
名
、
森
林
管
理
署

職
員
と
合
わ
せ
て
総
勢
七
〇
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
斉
清
掃
で
は
、
林
内
に
投

棄
さ
れ
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
、
缶
・
ビ
ン
類
は
も
と
よ
り
、

生
活
ゴ
ミ
、
家
屋
の
廃
材
な
ど
、

中
に
は
バ
イ
ク
、
冷
蔵
庫
、
洗

濯
機
等
な
ど
大
型
の
も
の
も
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
二
時
間
程

の
清
掃
に
よ
っ
て
約
八
ト
ン
の

ゴ
ミ
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
林

内
三
箇
所
で
、

計
一
六
〇
本
の

ク
ロ
マ
ツ
の
植

樹
を
行
い
ま
し

た
。
ク
ロ
マ
ツ

の
苗
木
は
、
苗

長
が
一
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
か

な
り
大
き
な
も

の
で
、
植
樹
場

所
の
目
印
と
し

て
立
て
た
細
い
杭
を
支
柱
と
し

て
利
用
し
植
付
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
沢
山
の

ゴ
ミ
が
林
内
に
捨
て
ら
れ
て
い

て
驚
い
た
」
「
植
え
た
マ
ツ
が

　

消
防
署
か
ら
は
、
山
で
の
災

害
は
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
が
多
い
の
で
作
業

開
始
前
に
作
業
場
所
の
情
報
を

提
供
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
航
空
隊
か
ら
は
、
今
年

度
、
林
業
の
現
場
か
ら
の
要
請

が
非
常
に
多
く
す
で
に
一
三
件

（
例
年
は
一
～
七
件
）
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
の
上
で
、
ヘ

リ
が
現
場
を
特
定
す
る
た
め
に

必
要
な
情
報
の
発
信
の
方
法
や

地
上
で
準
備
す
る
べ
き
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

四
国
局
管
内
だ
け
で
な
く
全

国
的
に
も
災
害
が
増
え
て
い
る

林
業
の
現
場
に
お
い
て
、
災
害

収
集
さ
れ
た
ゴ
ミ

「早く大きくなれ」と願いを込めて植樹されたクロマツ
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列
状
間
伐

検
討
会
の
開
催

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

　

三
月
二
五
日
、
高
知
県
三

原
村

榎
え
の
き

郷ご
う

山や
ま

国
有
林
で
列
状

間
伐
検
討
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
当
署
で
素
材
生
産

を
実
施
し
て
い
る
林
業
事
業
体

架
線
集
材
の

安
全
と
技
術
の

向
上
を
目
指
し
て

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

四
月
二
二
日
、
安
芸
森
林

管
理
署
管
内
西
谷
山
国
有
林

内
（
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業

（
保
育
間
伐
【
活
用
型
】
）
を

実
行
中
）
で
、
森
林
整
備
技

術
検
討
会
（
林
業
架
線
設
備
・

集
材
技
術
現
地
検
討
会
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
九

社
の
林
業
事
業
体
か
ら
経
営

者
、
架
線
集
材
技
術
者
、
愛
媛

県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
、
局
及
び
当
署
の
職
員
も
参

加
し
、
総
勢
七
九
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

や
森
林
組
合
か
ら
約
五
〇
名
、

各
署
等
か
ら
も
職
員
が
参
加

し
、
総
勢
八
〇
名
に
よ
る
検
討

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
当
署
の
請
負

生
産
事
業
（
保
育
間
伐
活
用

型
）
箇
所
に
お
い
て
、
列
状
間

伐
を
実
施
し
た
箇
所
を
見
学
し

ま
し
た
。
そ
の
事
業
地
で
は
繊

維
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
間
伐
材
を

集
材
し
て
お
り
、
列
状
で
の
間

伐
方
法
と
併
せ
て
、
集
材
方
法

に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
会
議
室
に
場

所
を
移
し
て
、
実
際
に
列
状
間

伐
の
作
業
を
行
っ

て
い
る
様
子
を
撮

影
し
た
ビ
デ
オ
の

上
映
と
当
署
職
員

が
九
州
森
林
管
理

局
に
列
状
間
伐
の

現
地
調
査
に
行
っ

た
時
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見

交
換
で
は
、
参
加

者
か
ら
列
状
間
伐
に
す
る
か
ら

コ
ス
ト
を
下
げ
ま
す
で
は
な

く
、
列
状
間
伐
は
作
業
効
率
や

安
全
性
の
面
で
有
効
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
重
要
。
」
と
い
っ

た
も
の
や
「
四
国
の
作
業
道
も

も
っ
と
広
く
で
き
な
い
の
か
。
」

と
い
っ
た
意
見
も
数
多
く
で
ま

し
た
。

　

列
状
間
伐
は
、
こ
れ
ま
で
四

国
局
管
内
で
ほ
と
ん
ど
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
情

報
が
不
足
し
て
い
て
、
実
施
す

る
た
め
の
課
題
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。
知
見
を
蓄
積
し
、
課
題

を
解
決
し
て
い
き
、
林
業
事
業

体
等
情
報
交
換
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

早
く
大
き
く
な
っ
て
立
派
な
松

林
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
今
後
も
入
野
松

原
保
全
推
進
協
議
会
と
連
携
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

入
野
松
原
の
保
全
活
動
を
実
施

し
て
行
く
予
定
で
す
。

列
状
間
伐
検
討
会
の
様
子
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現
場
を
提
供
頂
い
た
林
業
事
業

体
か
ら
、
安
全
対
策
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
し
て
、
林
業
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
監
査
を
毎
年
受
け
て

い
る
こ
と
、
月
一
回
の
安
全
懇

談
会
、
年
一
回
の
安
全
大
会
、

現
場
毎
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
及
び
事
業
実
行
中
は
作
業

種
別
に
毎
日
Ｋ
Ｙ
活
動
を
行

い
、
作
業
員
各
自
が
作
業
日
誌

に
書
き
込
ん
で
い
る
こ
と
等
の

安
全
活
動
に
関
す
る
取
組
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

新
た
な
取
組
と
し
て
、
グ
ラ
ッ

プ
ル
に
よ
る
単
胴
地
曳
き
集
材

作
業
で
の
作
業
員
の
労
働
負

荷
の
軽
減
と
、
安
全
性
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
従
来
の
ワ
イ

ヤ
ロ
ー
プ
に
替
え
て
使
用
し
て

い
る
、
軽
量
で
強
度
の
強
い
繊

維
（
Ｄ
Ｓ
）
ロ
ー
プ
に
つ
い
て
、

試
供
品
を
配
布
し
た
う
え
で
、

そ
の
特
性
等
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
、
検

討
会
の
感
想
及
び
安
全
対
策
の

取
組
等
に
つ
い
て
発
表
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
各
事

業
体
と
も
若
手
の
技

術
者
育
成
に
苦
労
し

て
い
る
と
い
っ
た
厳

し
い
現
状
も
出
さ
れ

る
中
、
来
年
度
以
降

も
こ
の
よ
う
な
現
地

検
討
会
を
開
催
し
て

ほ
し
い
と
い
っ
た
要

望
も
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
総
括
森
林
整
備
官

か
ら
「
本
日
の
検
討
会
を
機
会

に
、
各
事
業
体
が
架
線
技
術
力

の
向
上
に
努
め
、
平
成
二
八
年

度
は
災
害
の
な
い
一
年
と
な
る

よ
う
安
全
作
業
に
従
事
し
て
ほ

し
い
」
と
の
挨
拶
で
、
検
討
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。

製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
」

等
の
説
明
を
受
け
、
架
線
設
備

及
び
集
材
機
の
設
置
状
況
等

を
確
認
し
ま
し
た
。
質
疑
応

答
で
は
、
ジ
ャ
ス
ト
Ⅱ
の
使

用
経
験
が
あ
る
事
業
体
か
ら
、

本
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
一

つ
の
搬
器
が
エ
ン
ド
レ
ス
一

本
で
架
設
で
き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
リ
モ

コ
ン
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御

な
の
で
故
障
が
多
い
と
い
っ
た

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
い
っ

た
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
荷
卸
し
場
付

近
へ
移
動
し
、
実
際
に
架
線
集

材
作
業
を
見
学
し
た
後
、
今
回

　

最
初
に
、
署
長
か
ら
「
本
検

討
会
を
林
業
架
線
設
備
・
集
材

技
術
の
向
上
、
規
則
等
に
基
づ

く
適
正
な
架
線
設
備
の
再
確

認
、
集
材
作
業
に
お
け
る
安
全

確
保
の
知
識
習
得
の
場
と
し

て
ほ
し
い
。
」
と
の
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
監
督
職
員
か
ら
現

地
の
概
要
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
、
今
回
現
場
を

請
け
負
っ
て
い
る
林
業
事
業

体
に
よ
る
、
現
地
架
線
集
材

シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
型
架
線
：
本

線
二
本
に
各
々
ジ
ャ
ス
ト
Ⅱ

搬
器
を
搭
載
）
の
説
明
と
当

署
森
林
技
術
指
導
官
に
よ
る

「
集
材
架
線
設
備
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
」
、
「
林
業
・
木
材

現
地
検
討
会
の
様
子


